
市役所本庁舎の建替え。
市民にとって利便性の良い場所への移転なども検討されてきましたが、結果的には

「現在地」での建替え方針が示されました。現段階で、各議員個々人の考えや思いはあり
つつも、基本的には、今後、行政が進めていく市民との対話を見守っていくことになります。

かつて、ニュータウン開発が始まったころ、多摩センター地域に市役所を移転させる議
論もありました。しかし、合意形成ができず、今に至ります。過去の経過などを踏まえ、私は
交通アクセスとしても中間地点あたりに位置する永山駅至近への移転がふさわしいので
はないかと考えてきましたし、今でもその方向を模索すべきと思っていますが、残念ながら、
現在、その選択肢は消えてしまったようです。

私は、これからの厳しい行財政を乗り切るために、市民参画や市民協働のまちづくりを
進める必要があり、日頃から市民と市外に多く住む市職員との接点を意図的に増やすと
ともに、計画当初からの情報提供と市民との意思疎通を図り、市民と行政との信頼関係
を高める工夫が求められると考えてきました。
そのためには、市民が気軽に足を運べ、市民の出入りが多くなるような市役所の環境

を整えることも一つの方策ではないかと思っていたので、現在地での建替えとなると、
やや難しいかなと感じています。例えば、市民も市職員も利用でいるようなカフェレストラ
ン、飲食スペース、また、市民と職員とで運営する‛まちづくり・行政情報室’などなど…。

市役所のサービスもオンラインで…とも言われますが、やっぱり、リアルに対面で、人と
人が出会うことは大切であり、「行き交う」を大事にしていきたいものです。新庁舎の稼働
時期は2029年度（令和11年度）をめどに…としています。引き続き、市民の皆さんとの
合意形成も大切にしながら、建替えに向けて取り組んでいくことになると思います。
市民のお金（税金）で100億円以上をかけるプロジェクト。
これからも随時、関連情報をお届けしたいと思います。
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公平公正な姿勢！
市民全体に向けた活動を心がけ、

個人後援会はつくりません。

政策づくりが議員の仕事！
議員としての専門性を磨き、
市民の自治力の向上をバックアップします。

話し合いが大切！
意見の違いは粘り強く議論をつづけることで、
「第3の道」を見つける努力をします。
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政党や特定団体の支援を一切受けず完全無所属で活動中

子どもをみんなで
大切にできる
環境づくりを。

今号のテーマ
こどものみらい、まんなか。

1977年 兵庫県神戸市生まれ
1989年 北諏訪小学校卒
1992年 桐朋女子中学校卒
1995年 桐朋女子高等学校（普通科）卒
1999年 中央大学法学部政治学科卒
1999年～2002年 中小企業金融公庫

（今の日本政策金融公庫）勤務
2006年 明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科修了

（公共政策学修士）
2002年4月 多摩市議会議員補欠選挙初当選
現在6期21年目 諏訪2丁目在住

2002年～2007年 多摩生活者ネットワーク所属
2007年～ 民主党→民進党に所属
2017年12月に離党して以来、政党には所属していません。

「諦めなければ大丈夫！」をモットーに活動しています！

その意味で、私は子どもの支援は
その保護者をも含めてフォローして
いくことが必須だと感じています。
子どもにも保護者にもあるいは関わ
る先生、支援者にも…「一人で抱え
込まず、悩まないで」をもっと発信
し、安心して相談のしやすい、不登
校の子どもの抱えている困難を解決
に導いていくことができると良いな
あと思います。

だからこそ、子どもも大人もが立
ち寄りやすい児童館をはじめとする
居場所が必要であり、もっと頼れる
相談窓口の設置に向けた人材育成な
ど、やれることはまだまだ盛りだく
さん！子どもたちを大切にできる地
域社会をつくるために引き続き、力
を尽くしたいと思います。子どもた
ちの幸せは、大人たちの幸せにつな
がります！ ご意見、ご相談などお寄せ下さい！

PROFILE

離島に留学している娘
に会いに行きました。

雄大な自然と地球の歴
史を目の前に、自分の
ちっぽけさをしみじみと
感じました。

お詫びと訂正について

前号（２０２２年秋第１６5号）の１面に「来年７月には多摩中央公園に今までの約２
倍もの床面積のある図書館本館が『中央図書館』として開館する予定です。」との記載
をしたのですが、現在の図書館本館の延床面積は、 6,960.52平方メートル（多摩市立
図書館HP）、建設中の中央図書館の延床面積は、 5,437.47 平方メートル（多摩市立
中央図書館管理運営方針素案）との指摘をいただき、確認をさせていただきました。ど
こかで２倍ほどの…と耳にした気がしたのですが、全くの勘違いだったようで、関係者
の皆様にはお詫び申し上げ、訂正させていただきます。今後、こうしたミスがないよう
に、改めて緊張感をもって情報の発信に努めてまいります。引き続きよろしくお願いい
たします。



増え続ける不登校の子どもたち

文部科学省が毎年実施している調査
でも明らかにされているように、不
登校の子どもたちの数は過去最多。
この調査では長期欠席が30日以上の
子どもたちを「不登校」としていま
す。そのため、学校から足が遠のい
ている子どもたちはそれ以上に存在
すると指摘され、私も保健室登校あ
るいは遅刻しがちであったり、五月
雨登校（ポツポツ休む）等のことが
気がかりです。

私も常日頃から感じていることで
すが、自分自身の考えや思いを「言
葉」でうまく表現し、伝えることは
簡単ではありません。だからこそ、
学校へ行く足取りが重くなっている
子どもたちからのサインを受け止め
ていくことが求められるのだと思い
ます。

さて、多摩市の子どもたちの状況
ですが、やはり不登校の子どもたち
の数は増えており、「出現率」も高
くなっているのが現状です。その中
で、私が、課題だと感じているのは、
「どこにも誰にも相談することな
く」不登校の状態に追い込まれてし
まった子どもの割合が「約3分の1」
もいるという事実です。

不登校は子どもたちの心にも身体に
も完全に鍵がかかってしまった状態
とも言えますが、まだ、鍵をかけて
しまう以前の段階で、何らかの手立
ては出来なかったのかと思います。

これについては、市教委も課題認識
をしていますが、残念ながら、今の
ところ、有効な手段を講じることが
できていなのが現状です。

昨年度、一旦立ち止まった「不登校
特例校」の設置については

ところで、昨年、検討も進み、い
よいよ開設の運びに…という流れで
検討されていた不登校特例校。諏訪
中学校の分教室として瓜生小学校内
の設置をめざしていましたが、地域
との意見交換などを踏まえ、「再検
討し、練り直しをする」こととなり
ました。

今回の一般質問で再検討状況を尋
ねましたが、まだ公表できる段階で
はないものの、先進事例に学び、よ
りよい在り方を模索しているようで
す。もともと「中学生」を対象とし
ていましたが、私は現状に照らし、

小学校4年生以降の子どもたちも通え
る場所にしていくなど、検討する必要
があると提起しました。

今後、さらに検討も進み具体化され
ていく「不登校特例校」の設置ですが、
設置されれば問題が解決されるわけで
はありません。さらに、私たちは今の
子どもたちを取り巻く環境を見つめ直
す必要があるでしょう。「給食楽し
い！」と言えない「黙食」問題、マス
ク着用が求められ、辛くても耐えてい
る子どもたち…コロナ禍の影響も少な
くありません。

私の経験を振り返ると、変わらなけれ
ばならないのは大人たち。

2016年9月、文部科学省の通知にお
いて「不登校」を「問題行動」と判断
してはならず、すべての子に起こり得
ることであり、学校に再登校させるこ
とだけを目標にせず、支援することの
必要性が示されました。

とはいえ、「学校には行くものだ」
との価値観はまだまだ根強く、外見上
では元気な子どもが学校を欠席するこ
とを「良し」としない風潮は社会全体
から取り除かれているとは言い難い。
そうした空気感が余計に子どもだけで
なく、保護者も追い詰めることがある
ではないかと感じています。

私は子どもが心に抱えている何らか
の困り感、自分自身でもどう表現した
らよいかわからずに苦しんでいること
を前提にしながら、本来は大人の側が
対応姿勢を変えることが大事なことで
はないかと思います。

それは、自分自身が子育てをしてき
た経験からも当てはまること。「いい
よ、学校に無理していかなくても、
ちょっとお休みしても。」と言えるこ
とが大切な気がします。実際に、私自
身も我が子にそう言えるようになるま
でには時間がかかりましたし、例えば、
ちょっとした人間関係のつまずきに対
し、ついつい「そんなことでクヨクヨ
しててどうするの。」と声掛けをし、
子どもをさらに傷つけ、追い詰めてい
たこともあると…今は反省も込め、振
り返っています。

子どもの支援をする大人へのフォロー
や支援も。

私の場合には相談できる場や人がい
て、救われてきました。当たり前のこ
とですが、大人のイライラや焦りは子
どもにも伝わっていき、余計に悪循環
にもなるからです。（裏面につづく）

12月の定例会で取り上げた一般質問「不登校総合対策」を通じて、感じたこと、考えたこと。

子どもをみんなで大切にできる環境づくりを。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

小学校 29人 60人 78人 103人 128人
（出現率） 0.41% 0.84% 1.11% 1.47% 1.85%

中学校 140人 120人 139人 149人 194人
（出現率） 4.68% 4.03% 4.69% 4.85% 6.16%

多摩市の不登校児童・
生徒の数（文科省調査）

出典；多摩市教育委員会作成資料
より岩永作成

西東京市のフリースクール。「学子」。
毎月3回開催しています。子どもたちは、普段は公立小学校に通い、
「学子」が開室しているときにだけ登校します。フリースクールからの
活動報告書を提出することで、公立小学校も「欠席」とはならず、
「出席扱い」にしてもらえます。


